
二
0
二
0
年
度
（
令
和
二
年
度
）
哲
学
科
曲
報

哲
学
科
の
活
動
（
二

0
二
0
年
四
月
ー
ニ

0
ニ
ー
年
三
月
）

•
第
一
部
哲
学
科
長
に
稲
垣
諭
教
授
、
哲
学
専
攻
長
に
河
本
英
夫
教
授
が

就
任
し
た
。
（
四
月
）

・
哲
学
科
教
育
補
助
貝

(
T
A
)
に
博
士
後
期
課
程
在
学
中
の
寅
野
遼
氏
、

中
村
元
紀
氏
、
増
田
隼
人
氏
、
博
士
前
期
課
程
在
学
中
の
石
橋
周
都
氏
、

伊
藤
俊
介
氏
の
五
名
、
哲
学
科
学
生
補
助
貝

(
S
A
)
に
学
部
三
年
の

沖
原
花
音
氏
が
就
任
し
た
。
（
四
月
）

・
哲
学
科
四
年
生
の
卒
業
論
文
正
式
題
目
が
決
定
し
た
。
（
五
月
）

・
哲
学
科
三
年
生
を
対
象
と
し
た
卒
論
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で

実
施
し
た
。
（
七
月
）

．
寅
野
遼
氏
が
哲
学
科
教
育
補
助
員

(
T
A
)
を
退
任
し
、
藤
坂
大
佑
氏

が
新
た
に
就
任
し
た
。
(
+
月
）

•
第
三
0
回
白
山
哲
学
会
を
一
0
月
二
四
日
（
土
）
に
開
他
し
た
。
六
号

館
六
一
ニ
ー

0
教
室
で
の
会
場
発
表
、
及
ぴ
ウ
ェ
プ
会
議
シ
ス
テ
ム

W
e
b
e
x
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
発
表
の
同
時
開
催
と
な
っ
た
。

・
哲
学
科
三
年
生
の
卒
業
論
文
仮
題
目
届
を
集
計
、
担
当
教
貝
を
決
定
し

た
。
（
ー
一
月
）

．
令
和
二
年
度
の
哲
学
科
卒
業
論
文
の
提
出
。
(
―
二
月
）

．
令
和
二
年
度
の
大
学
院
哲
学
専
攻
修
士
論
文
の
提
出
。
（
一
月
）

・
卒
業
論
文
及
ぴ
修
士
論
文
の
口
頭
審
査
。
修
士
論
文
は
大
学
院
で
指
荘

論 翻
稲
垣著 を

担
当
し
て
い
る
教
貝
（
河
本
、
稲
垣
、
相
楽
、
松
浦
、
三
重
野
）
が

審
在
に
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。
成
績
判
定
が
行
わ
れ
、
成
組
に
応
じ
て

各
代
を
決
定
し
た
。
（
一
月
）

教
員
の
活
動

諭
（
教
授
）

作

l
.

「
見
え
な
い
世
界
を
可
視
化
す
る
「
哲
学
地
図
」

「
ポ
ス
ト
真
実
」
時
代
を
読
み
解
く
10
京
」
（
河

本
英
夫
・
稲
垣
諭
編
、
学
芸
み
ら
い
社
、
二

0
ニー

年
三
月
刊
行
予
定
、
「
性
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

(
l
)

性
の
原
則
と
変
容
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
」
を
寄
稿
）

l
．
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
ヴ
ァ
ル
デ
ン
フ
ェ
ル
ス
「
東
洋
と

西
洋
と
の
出
会
い
」
、
『
現
象
学
未
来
か
ら
の
光
茫

新
田
義
弘
教
授
追
悼
論
文
集
」
（
河
本
英
夫
編
、

学
芸
み
ら
い
社
、
二

0
ニ
―
年
三
月
刊
行
予
定
）

l
.
「
あ
り
の
ま
ま
の
生
と
イ
ン
タ
ピ
ュ
ー
中
心
主
義
の

婦
趨
ー
「
ケ
ア
の
現
象
学
」
の
索
朴
さ
が
映
す
も

の
」
、
（
「
実
存
思
想
論
集
」
三
五
巻
、
二

0
―-
0年、

五
三
ー
七
四
頁
）

2
.
「
「
生
き
ら
れ
た
知
」
の
論
理
と
そ
の
外
部
1

新

田
現
象
学
が
語
ら
な
か
っ
た
も
の
へ
向
け
て
」
、
「
現

象
学
未
来
か
ら
の
光
北
」
ー
故
•
新
田
義
弘
教
授

追
悼
論
文
集
）
」
（
河
本
英
夫
・
武
内
大
紺
、
学
芸
み

文 訳
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ら
い
社
、
二

0
ニ
―
年
三
月
刊
行
予
定
）

3
.
「
性
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

(2)1性
の
語
り
、

共
同
幻
想
、
同
意
の
現
象
学
」
、
（
「
白
山
哲
学
」
第

五
五
号
、
二

0
1
―
一
年
三
月
刊
行
予
定
）

l
.
「
性
の
現
実
性
と
変
容
1

性
は
ど
の
よ
う
に
語
ら

れ
て
き
た
か
？
」
（
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
「
事

象
の
世
界
地
図
に
向
け
て
」
研
究
会
、
二

0
1
―0
年

八
月
八

H
、
東
洋
大
学
）

2
.
「
22
世
紀
の
荒
川
修
作
＋
マ
ド
リ
ン
・
ギ
ン
ズ
天

命
反
転
す
る
経
験
と
身
体
」
合
評
会
（
関
西
大
学
東

西
学
術
研
究
所
第
二
回
研
究
例
会
【
身
体
論
研
究

班
＿
‘
二

0
二
0
年
九
月
四
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
）

3
．
坂
井
志
織
著
「
し
び
れ
て
い
る
身
体
で
生
き
る
」
合

評
会
（
二

0
二
0
年
―
二
月
二
七

8
、
東
京
都
立
大

学）日
本
現
象
学
会
、
実
存
思
想
協
会
、
日
本
哲
学
会
、

精
神
病
理
学
会
、
病
跡
学
会

学
部
ニ
「
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
入
門
」
、
「
ク
リ
テ
ィ

カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
入
門
」
、
「
哲
学
演
習
A
B
」
、
「
問

題
群
演
習
A
B
」
、
「
現
代
哲
学
演
習
A
B
」

大
学
院
~
「
哲
学
演
習
」
、
「
哲
学
特
殊
研
究
」
、
「
哲

学
研
究
指
導
」

大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動

教
育
活
動

学
会
活
動

学
会
発
表

哲
学
科
長
、
図
書
館
委
貝

河
本
英
夫
（
教
授
）

著

作

l
.

「
見
え
な
い
世
界
を
可
視
化
す
る
「
哲
学
地
図
」

|
「
ポ
ス
ト
真
実
」
時
代
を
読
み
解
く
10
章
」
（
河

本
英
夫
・
稲
垣
諭
紺
、
学
芸
み
ら
い
社
、
二

0
ニ―

年
三
月
刊
行
予
定
）

2
.

「
現
象
学
未
来
か
ら
の
光
茫
1

新
田
義
弘
教
授

追
悼
論
文
集
」
（
河
本
英
夫
編
、
学
芸
み
ら
い
社
、

二
0
ニ
ー
年
三
月
刊
行
予
定
）

l
.
「
可
能
性
の
生
物
学
史
」
、
「
生
物
学
史
研
究

No.100」
（
日
本
科
学
史
学
会
生
物
学
史
分
科
会
、

二
0
二
0
年
六
月
、
六
九
I
七
二
頁
）

2
.
「
芸
術
は
ど
の
よ
う
な
運
動
か
」
、
（
「
最
新
精
神
医
学
」

第
二
五
巻
、
第
五
号
、
二

0
二
0
年
五
月
、
三
九
三

ー
三
九
八
頁
）

3・ 

"
T
o
w
a
r
d
 the 2
2
n
d
,
C
e
n
t
u
r
y
 W
o
r
l
d
 Philosophy: 

P
h
i
l
o
s
o
p
h
y
 a
s
 a
 Re
s
e
a
r
c
h
 P
r
o
g
r
a
m
 I
I
,
=
(

「
国I匹
~

哲
学
研
究
」
一

0
号）

4
.
「
東
洋
的
フ
ラ
ク
タ
ル
ー
三
浦
梅
園
の
構
想
」
（
「
国

際
哲
学
研
究
」
別
冊
一
四
号
、
二

0
ニ
―
年
三
月
）

5
.

「
シ
ス
テ
ム
の
実
験
か
ー
—
'
チ
ャ
イ
ナ
・
コ
ー
ド
の

地
経
学
的
生
態
学
」
、
（
「
「
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」

吟
nlHI 

文
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学
会
活
動

そ
の
他
の
活
動1
．
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長

2
．
社
団
法
人

s
s
c理
事

3
.
N
P
0
神
経
現
象
学
リ
ハ
ピ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
機

構
代
表
理
事

学
部
~
「
現
代
哲
学
演
習
」
、
「
哲
学
と
科
学
」
、
「
間

題
群
演
習
」
、
「
論
理
学
概
論
」

大
学
院
~
「
現
代
哲
学
演
習
1
1

」
、
「
哲
学
特
殊
研
究

ー」

教
脊
活
動

概

論

研
究
」
一
五
号
）

6
.
「
水
の
夢
」
、
（
「
「
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」
研
究
」

一
五
号
）

7
.
「
公
共
性
の
生
態
学
的
モ
ー
ド
1

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
第

1
波

(
2
0
2
0
年

1
月

1
5
月）」、

（
「
「
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」
研
究
」
一
五
号
）

8
.

「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
・
ア
イ
ラ
ン
ド
ー
~
佐
渡
周
遊
」
、

（
「
白
山
哲
学
」
第
五
五
号
、
―

1
0
ニ
ー
年
三
月
刊
行

予
定
）

l
.
「
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
手
記
」
（
「
わ
た

し
が
選
ん
だ
こ
の
一
冊
」
、
河
合
塾
、
二

0
二
0
年

六

月

）

．

2
.
「
ロ
ー
カ
ル
・
ゾ
ン
ビ
」
（
さ
¥
W
A
M
O
T
O
/
H
P
)

日
本
病
跡
学
会
（
常
任
理
事
）

勉
（
教
授
）

文

l
.
「
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
和
辻
哲
郎
に
と
っ
て
の
カ
ン
ト
」
（
東

洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
編
「
国
際
哲
学
研

究
」
部
冊
「
日
本
哲
学
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
イ
プ
」
、

二
0
ニ
―
年
三
月
予
定
）

演

l
.

「
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
和
辻
哲
郎
に
と
っ
て
の
カ
ン
ト
」

（
白
山
哲
学
会
、
二

0
二
0
年
一

0
月
二
六
日
、
東

洋
大
学
）

学
会
活
動
実
存
思
想
協
会
（
理
事
）
、
比
較
思
想
学
会
（
理
事
・

評
議
貝
）

教
育
活
動
学
部
~
「
西
洋
哲
学
史
基
礎
概
説

A
B

」
、
「
問
題
群

演
習
I
I
A
B
」
、
「
現
代
思
想
演
習
A
B
l
」
、
「
日
本

哲
学
特
講
A
B
」

大
学
院
~
「
比
較
哲
学
特
論
A
B

」
、
「
哲
学
研
究
指

導

I
I
A
B
」
（
博
士
前
期
課
程
）
、
「
哲
学
特
殊
研
究

旧
A
B
」
（
博
士
後
期
課
程
）

大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動

社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー
巡
営
委
員
、
文
学
部
予
算
委
貝

講
相
楽論 大

学
・
学
部
管
理
巡
営
活
動

大
学
院
哲
学
専
攻
長
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学
会
活
動

中
里論

巧
（
教
授
）

文

1
.
「
キ
リ
ス
ト
教
正
教
と
北
方
の
盤
性
」
（
「
北
欧
史
研
究
」

第
三
七
号
、
バ
ル
ト
11

ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
研
究

会
、
二

0
二
0
年
―
二
月
一
五
日
刊
行
、
四
三
ー

五
二
頁
）

2.
「
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
死
者
祈
祷
の
教
義
」
（
「
白

山
哲
学
」
第
五
五
号
、
二

0
ニ
―
年
三
月
刊
行
予
定
）

3
.
「
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
か
ら
述
な
る
神
の
聖
性

l
き

よ
め
に
か
ん
す
る
諸
資
料
ー
」
（
「
東
洋
学
研
究
」

第
五
八
号
（
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
紀
要
）
、

二
0
ニ
―
年
三
月
刊
行
予
定
）

l
.
「
キ
リ
ス
ト
教
悪
魔
祓
い
の
世
界
観
ー
E
.
&

L.
ウ
ォ
ー
レ
ン
の
場
合
ー
」
（
日
本
宗
教
学
会
第

七
八
回
大
会
口
頭
発
表
、
駒
澤
大
学
駒
澤
キ
ャ
ン
パ

ス
オ
ン
ラ
イ
ン
開
他
、
二

O
二
0
年
九
月
一
八
ー

二
0
8
)

キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
協
会
理
事
（
会
長
）
・
日
本
宗
教

学
会
（
評
議
委
員
）
、
日
本
臨
床
死
生
学
会
（
理
事
）
、

北
欧
精
神
史
研
究
会
（
代
表
）

そ
の
他
の
活
動l
.
「
初
期
キ
リ
ス
ト
教
の
宗
教
儀
礼
と
祈
り
の
精
神
に

つ
い
て
」
（
（
東
洋
大
学
公
開
講
座
「
エ
ク
ス
テ
ン

シ
ョ
ン
講
座
B

キ
リ
ス
ト
教
芸
術
の
醍
醐
味
I
俄

学
会
発
表

礼
・
型
画
・
イ
コ
ン
・
聖
歌
」
の
う
ち
）
一

0
月

1
0
日
、
東
洋
大
学
社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー
（
エ
ク
ス

テ
ン
シ
ョ
ン
課
）
主
催
）

2
．
令
和
元
年
度
科
学
研
究
我
助
成
事
業
（
学
術
研
究
助

成
基
金
助
成
金
）
（
基
盤
研
究

(
C
)
）
（
一
般
）
（
個

人
）
「
北
欧
北
方
宗
教
哲
学
に
お
け
る
葛
藤
の
原
理

↓
咎
・
無
垢
・
共
生
の
精
神
史
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
ー
」

学
部
~
「
応
用
倫
理
学
A
B

」
、
「
総
合V
A

」
、
「
哲

学
演
習
11
（
独
）
」
、
「
現
代
哲
学
特
講
ー
」
、
「
近
世

哲
学
演
習
11
」
、
「
倫
理
学
概
論
」

大
学
院
る
「
倫
理
学
特
論
」
（
博
士
前
期
課
程
）
、
「
哲

学
特
殊
研
究

vn」
（
博
士
後
期
課
程
）

学
外
~
「
宗
教
学
A
B

」
（
明
治
大
学
文
学
部
）
「
思

想
領
城
研
究
特
論

m」
（
明
治
大
学
大
学
院
教
蓑
デ

ザ
イ
ン
研
究
科
）

大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動

学
校
法
人
東
洋
大
学
評
議
貝
・
哲
学
科
長
・
東
洋
学

研
究
所
運
営
委
員
・
全
学
基
盤
教
育
小
委
員
会
委

貝
・
全
学
キ
ャ
リ
ア
教
育
連
絡
会
委
貝
・
哲
学
科
入

試
委
貝
・
哲
学
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
委
員

教
育
活
動
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そ
の
他
の
活
動ー
．
未
来
哲
学
研
究
所
研
究
貝

教
育
活
動
学
部
~
「
宗
教
学

I
A
B
l

」
、
「
哲
学
概
論A
B

」
、

「
現
代
哲
学
演
習
I
I
A
B
」
、
「
哲
学
演
習
II
（仏）

A
B」

大
学
院
~
「
現
代
哲
学
演
習
I
A
B

」

大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動

東
洋
大
学
グ
ロ
ー
パ
ル
化
推
進
委
貝
会
委
員
長

学
会
活
動

講
永
井論

晋
（
教
授
）

文

l
.
「
現
代
の
ユ
ダ
ヤ
哲
学
」
（
「
世
界
哲
学
史
別
巻
」
、
筑

庶
書
房
、
二

0
二
0
年
ー
ニ
月
、
三
一
七
ー
三
二
九

頁）

2
.
「
未
来
哲
学
と
し
て
の
東
洋
哲
学
」
（
「
未
来
哲
学
」

創
刊
号
二

0
二

0
年
後
期
、
ぷ
ね
う
ま
社
、

二
0
二
0
年
―
一
月
、
二
七
ー
四
四
頁
）

l
.
「
未
来
哲
学
と
し
て
の
東
洋
哲
学
」
（
未
来
哲
学
研
究

所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
提
題
、
二

0
二
0
年
八
月
二
四

日）

2・ 

P
h
e
n
o
m
e
n
o
l
o
g
i
e
 structurelle d
e
 T.lzutsu 

(INALCO (
フ
ラ
ン
ス
国
立
東
洋
語
学
文
明
学
院
）

に
お
け
る
z
o
o
m
講
派
、
二

0
ニ
―
年
三
月
予
定
）

日
本
現
象
学
会
（
委
員
）
、
比
較
思
想
学
会
、
宗
教

哲
学
会
、

H
本
シ
ェ
リ
ン
グ
協
会

演

三
重
野
清
顕
（
教
授
）

翻

訳

l
.

「
ヘ
ー
ゲ
ル
全
集
第
十
巻
一
「
論
理
学
」
客
観
的
論

理
学
・
存
在
論
（
第
一
版
、
一
八
―
二
）
」
（
久
保
陽

一
、
飯
泉
佑
介
、
岡
崎
秀
二
郎
、
三
重
野
梢
顕
共
著

（
担
当
~
ー
ニ
六
＼
一
八
一
頁
）
、
知
泉
害
館
、

二
0
二
0
年
二
月
）

l
.
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
は
何
で
あ
る
か
、
い
か
に
し
て
導

出
さ
れ
る
の
か
ー
~
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
と
し
て
の
ヘ
ー

ゲ
ル
論
理
学
」
（
「
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
研
究
」
第
二
六
号
、

日
本
ヘ
ー
ゲ
ル
学
会
、
こ
ぶ
し
害
房
、
―

1
0
二
0
年

十
二
月
、
七
三
ー
八
五
頁
）

2.
「
自
己
認
識
と
自
己
変
容
1

人
間
の
変
容
の
可
能

性
を
め
ぐ
る
試
論
」
（
「
白
山
哲
学
」
五
五
号
、

―
1
0
ニ
―
年
三
月
刊
行
予
定
）

3
.
「
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
と
シ
ェ
リ
ン
グ
ー
「
諸
世
界
時
代
」

に
お
け
る
同
一
性
の
理
論
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
国
際
哲

学
研
究
」
第
九
号
、
ニ
―

-T'三
0
頁
、
二

0
-
―0
年

三
月
）

l
.

「
否
定
と
〈
否
定
〉
を
め
ぐ
っ
て
—
—
石
川
求
著
「
カ

ン
ト
と
無
限
判
断
の
世
界
j

(二

0
1
八
年
、
法
政

大
学
出
版
局
）
に
寄
せ
て
」
（
「
哲
学
誌
」
六
二
号
、

東
京
都
立
大
学
哲
学
会
、
二

0
二
0
年
三
月
）

日
本
ヘ
ー
ゲ
ル
学
会
（
理
事
、
事
務
局
）

学
会
活
動

書 論

評 文
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松
浦
和
也
（
准
教
授
）

著

作

l
.

「
ロ
ボ
ッ
ト
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
化
す
る
ー
ー
＇
「
人
新
世

の
人
文
学
」

10
の
論
点
」
（
編
著
）
学
芸
み
ら
い
社

二
0
二
0
年
一
月
一
九
日
（
全
二
五
六
頁
）
、
（
「
は

じ
め
に
」
、
第
一
章
「
A
ー
に
は
何
が
で
き
な
い
か
」

（
共
著
）
、
第
二
章
「
子
供
、
発
達
、
ロ
ポ
ッ
ト
」
（
共

著
）
、
第
六
章
「
わ
れ
わ
れ
は
奴
隷
を
作
る
の
か
」
（
単

著
）
、
「
お
わ
り
に
」
を
執
筆
）

l
.
「
呪
わ
れ
た
孤
児
と
し
て
の
現
存
せ
ざ
る
ロ
ポ
ッ
ト
」

（
「
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
学
会
誌
」
三
八
巻
九
号
、

1
-
0
―-
0年
―
一
月
、
九
五
ー
九
七
頁
）

論

文

学
部
~
「
西
洋
哲
学
史
概
説
I
I
A
B
」
、
「
西
洋
近
代

哲
学
演
習
ー
」
、
「
哲
学
演
習
11
（
独
）
」
、
「
ド
イ
ツ

語
I
I
A
l
」
、
「
ド
イ
ツ
語
I
I
A
4
」

大
学
院
~
「
近
世
哲
学
研
究
」
「
哲
学
研
究
指
導I
V」

（
博
士
前
期
課
程
）
、
「
哲
学
特
殊
研
究
IV
」
、
「
哲
学

研
究
指
荘
IV
」
（
博
士
後
期
課
程
）

学
外
~
「
ギ
リ
シ
ャ
語
」
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教

育
学
部
）

大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動

文
学
部
外
国
語
委
員
会
（
外
国
語
委
貝
長
）
、
教
職

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

教
育
活
動

講

演

害

評

2.
「
向
社
会
行
動
と
教
育
型
ロ
ボ
ッ
ト
」
（
共
著
）
（
「
国

際
哲
学
研
究
」
一

0
号
、
二

0
ニ
―
年
三
月
刊
行
予

定）

l
.

「
鋼
鉄
と
電
子
の
塔
い
か
に
し
て
科
学
技
術
を
語

り
、
科
学
技
術
と
と
も
に
歩
む
か
」
電
気
学
会
倫
理

委
貝
会
・
紺
（
森
北
出
版
、
二

0
二
0
年
一
二
月
五

H
、
「
週
刊
読
書
人
」
三
月
予
定
）

l
.

「
エ
ー
ト
ス
・
エ
コ
ン
タ
ー
—
人
間
・
集
団
・
人
工

物
ー
ー
」
（
百
均
貝
受
託
研
究
「
自
律
機
械
と
市
民

を
つ
な
ぐ
貢
任
概
念
の
策
定
」
主
催
、
課
題
設
定
に

よ
る
先
甜
的
人
文
学
・
社
会
科
学
研
究
推
進
事
業

「
工
学
・
脳
科
学
を
エ
ビ
デ
ン
ス
と
し
た
社
会
的
基

盤
概
念
と
価
値
の
創
生
」
、
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研

究
セ
ン
タ
ー
共
催
第
一

0
回
R
S
I
S
研
究
会

「
人
間
と
機
械
の
協
働
を
考
え
る
」
於
ウ
エ
ピ
ナ
ー
、

二
0
二
0
年
八
月
二
日
）

2
.
「
機
械
と
世
界
」
（
ア
カ
デ
ミ
ー
ヒ
ル
ズ
・

J
2
;／

四
臼
'
E
X
/
H
I
T
E
主
催
「
混
沌
（
カ
オ
ス
）
を
生

き
る
第
三
回
サ
イ
ポ
ー
グ
と
魂
の
つ
な
が
り

:1

ン
ド
・
日
本
・
ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
か
ら
考
え
る
機
械

と
身
体
」
於
ウ
エ
ピ
ナ
ー
、
二

0
二
0
年
―
二
月

ニ―
-H)

3
.
「
二
義
的
な
、
神
々
に
愛
さ
れ
ぬ
者
た
ち
の
幸
せ
」
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(z乱
受
託
研
究
「
人
と
情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

共
生
の
た
め
の
人
工
知
能
の
哲
学
2
.
0
の
構
築
」
主

催、

H
月
受
託
研
究
「
自
律
機
械
と
市
民
を
つ

な
ぐ
責
任
概
念
の
策
定
」
、
共
催
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
「
思
考
力
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
於
ウ
ェ
ビ

ナ
ー
、
二

0
ニ
ー
年
一
月
二
三
日
）

H
本
ロ
ポ
ッ
ト
学
会
ロ
ボ
ッ
ト
の
法
及
ぴ
倫
理
に

関
す
る
委
員
会
（
幹
事
）

H
本
ロ
ボ
ッ
ト
学
会
人
文
社
会
科
学
論
文
査
読
小

委
員
会
（
仮
称
）

そ
の
他
の
活
動l
.

【
受
伐
】
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
学
会
優
秀
講
演
代
（
二

0
二
0

年
一

0
月）

2.
【
文
献
紹
介
】
二

0
二
0
年
度
上
半
期
ア
ン
ケ
ー
ト

（
「
週
刊
読
害
人
」
二

0
二
0
年
七
月
二
四
日
、

三
三
四
九
号
）

3
.
【
鼎
談
】
「
「
鋤
く
こ
と
」
の
再
定
義
（
仮
）
」
J

臼
；
／

m
s
n
X
/
H
I
T
E主
催
於
ウ
エ
ピ
ナ
ー
（
二

0
ニ―

年
一
月
ニ
―
日
）

学
部
~
「
西
洋
哲
学
史
概
説
ー
／
古
代
中
世
哲
学
史

概
説
」
、
「
古
代
哲
学
特
殊
講
義
」
、
「
古
代
哲
学
演

習
」
、
「
中
世
近
世
哲
学
演
習
／
中
世
哲
学
演
習
」
、

「
卒
論
指
荘
」

教
育
活
動

学
会
活
動

高
橋著

大
学
院
は
博
士
課
程
~
「
哲
学
研
究
指
荘
＞
」
、
「
哲

学
特
殊
研
究
I
X

」
、
修
士
課
程
~
「
古
代
中
世
哲
学

研
究
」
、
「
哲
学
研
究
指
導
＞
」

学
外
~
「
現
代
哲
学
特
殊
演
習
／
応
用
倫
理
学
特
論
」

（
東
京
大
学
教
養
学
部
）
、
「
哲
学
」
（
お
茶
の
水
女
子

大
学
文
教
育
学
部
）

大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動

全
学
自
己
評
価
点
検
委
員
、
文
学
部
自
己
評
価
点
検

委
員
長
、
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
委
貝
、
東

洋
大
学
爪
点
研
究
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
国
際
哲
学
研
究

セ
ン
タ
ー
「
22
世
紀
の
世
界
哲
学
構
築
に
む
け
て
」

共
同
研
究
代
表
者
・
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

厚
（
助
教
）

作

l
.

「
世
界
哲
学
史
四
中
世
I
I
I

バ
ロ
ッ
ク
の
哲
学
」

（
伊
藤
邦
武
・
山
内
志
朗
・
中
島
隆
博
・
納
官
信
留

編
、
筑
摩
宙
房
、
二

0
二
0
年
五
月
、
第
四
章
「
近

枇
ス
コ
ラ
哲
学
」
を
寄
稿
）

2.

—'Against 

A
v
e
r
r
o
e
s
・
 
N
a
t
u
r
a
l
i
s
m
:
 T
h
e
 

Generation of Material S
u
b
s
t
a
n
c
e
s
 in Albert 

the Great's D
e
 generatione et 
corruptione a
n
d
 

Meteorolo.
笞
a

W
―'in
Richard Taylor a
n
d
 Katja 

K
r
a
u
s
e
 (eds.), A
l
b
e
r
t
u
s
 M
a
g
n
u
s
 a
n
d
 H
i
s
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学
会
発
表

論

文

A
r
a
b
i
c
 S
o
u
r
c
e
s
 
(
T
u
r
n
h
o
u
t
:
 
B
r
e
p
o
l
s
,
 

forthcoming). 

1
.
「
偽
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
宇
宙
論
」
、
真
作
と
偽
書

の
は
ざ
ま
で
」
（
「
ユ
リ
イ
カ
」
、
二

0
二
0
年
十
二

月
号
）

2
.
「
神
な
る
天
体
中
世
に
お
け
る
自
然
哲
学
」
（
「
現

代
思
想
」
、
二

0
ニ
ー
年
一
月
号
）

3
.
「
魂
の
不
死
の
哲
学
[
第
二
回
]
こ
ー
リ
ス
ト
テ
レ
ス

「
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
」
」
（
「
白
山
哲
学
」
第
五
五
号
、

二
0
ニ
ー
年
一
二
月
刊
行
予
定
）

4
.
「
中
世
哲
学
に
お
け
る
抽
象
的
認
識
こ
r
ヴ
ェ
ロ
エ

ス
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
、
ド
ウ
ン
ス
・
ス
コ

ト
ゥ
ス
」
（
「
抽
象
の
理
論
を
め
ぐ
る
哲
学
史

i

代
か
ら
近
代
ま
で
」
（
科
研
費
研
究
成
果
報
告
苔
〔
研

究
代
表
者
~
池
田
真
治
（
宮
山
大
学
）
〕
）
、

二
0
ニ
ー
年
三
月
刊
行
予
定
）

l
.
「
中
世
哲
学
に
お
け
る
抽
象
的
認
識
こ
ア
ヴ
ェ
ロ
エ

ス
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
、
ド
ウ
ン
ス
・
ス
コ
ト
ゥ

ス
」
（
日
本
哲
学
会
共
催
・
哲
学
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
、
二

0
-
―0
年
八
月
二

H‘

於

Nom)

2
.
「
神
な
る
天
体
中
世
に
お
け
る
自
然
哲
学
」
（
京
大

中
枇
哲
学
研
究
会
第
二
六
四
回
研
究
会
、
二

0
二
0

年
十
二
月
十
九
日
、
於
N
o
o
m
)

そ
の
他
の
活
動

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 A
l
b
e
r
t
u
s
 M
a
g
n
u
s
 S
o
c
i
e
t
y
 

(
M
e
m
b
e
r
 of the Board) 

[
企
画
・
運
営
・
司
会
]
「
知
の
《
ア
ー
カ
イ
ヴ
》
の

成
立
ー
写
本
研
究
を
通
し
て
見
え
る
思
想
世
界
[
第

二
回
ご
（
講
演
者
益
石
熊
幸
男
（
福
井
県
立
大
学
名

許
教
授
）
）
（
二

0
ニ
―
年
一
月
二
四

H
、
哲
学
オ
ン

ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
、
於
N
o
o
m
)

学
部
~
「
哲
学
演
習
A
B

」
、
「
宗
教
哲
学A
B

」
、
「
科

学
思
想
史
A

B
」、「
P
h
i
l
o
s
o
p
h
y
A
B
」

学
外
~
「
西
洋
思
想
史
」
（
早
稲
田
大
学
）
、
「
哲
学
」
（
脱

應
義
塾
大
学
）

二

0
二

0
年
度
哲
学
科
卒
業
論
文
題
目
一
覧

理
想
的
な
国
家
と
は

ニ
現
代
の
国
制
比
較
に
お
け
る
プ
ラ
ト
ン
理
想
国
論
の

有

用

性

に

つ

い

て

佐

藤

ケ
ア
の
哲
学
~
十
分
な
看
護
を
実
践
す
る
た
め
に
宮
原

苔
百
産
n
a
r
y
L
a
n
d

尾

形

ト
マ
ソ
ン
の
新
し
い
分
類
に
つ
い
て

こ
既
存
の
分
類
の
問
題
点
と
新
た
な
分
類
土
井
悠

日
本
文
学
に
お
け
る
エ
ロ
ス
論
ご
性
愛
の
果
て
に
救
済
は
あ
る
の
か

竹

内

結

教
育
活
動

学
会
活
動

香 平

綾

子

崚

人
亜
太
夢
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人
工
知
能

(A)
に
つ
い
て

感
情
の
制
御
は
可
能
か
？

崇
高
に
つ
い
て

こ
の
世
界
が
仮
想
現
実
で
あ
る
証
明

益
少
と
不
可
能
性
と
攻
略
法

自
由
意
志
に
つ
い
て

ル
ネ
サ
ン
ス
の
自
然
魔
術

乙
ア
ッ
ラ
・
ポ
ル
タ
の
自
然
観
と
自
然
魔
術
の
あ
り
方
工

藤

創

作

物

に

お

け

る

悪

と

は

な

に

か

浅

井

何

故

人

は

ア

ー

ト

を

求

め

る

の

か

浅

賀

感

情

に

つ

い

て

石

原

笑
い
1

「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
ル
」
に
お
け
る
笑
い
の
構
築

今

泉

幸
福
論

:
5人
の
幸
福
論
か
ら
自
身
の
幸
福
を
検
討
ー
植

島

死

を

も

っ

て

生

を

制

す

宇

野

女

性

格

を

知

る

:

よ

り

よ

く

生

き

る

た

め

に

海

老

滞

バ
ー
チ
ャ
ル
タ
レ
ン
ト
は
新
時
代
の
人
間
た
り
え
る
か

□

バ

ー

チ

ャ

ル

の

定

義

と

人

間

性

川

田

タ

イ

ム

ト

ラ

ペ

ル

と

哲

学

黒

岩

創
作
物
に
よ
る
幸
せ
・
大
団
円
が
好
ま
れ
る
理
由
と
は
？

こ
物
語
の
創
作
に
お
い
て
の
原
点
「
詩
学
」
を
読
ん
で

中駒

島井

愛優

夏河

夏絵

泉生梨

恭

菜美 佑

遼
太
郎

優利圭彩

仁陽輝佳

海

潮登

藤福中

城井山

哲

郎

未
菜
実

菜
穂
子

坂

「
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
」
に
み
る
人
間
の
正
義
に
つ
い
て

ば

生

き

る

目

的

を

忘

れ

た

人

間

佐

自

由

に

生

き

る

と

い

う

こ

と

佐

星

の

洗

湿

屋

佐

夢

に

つ

い

て

実

糧
に
す
る

A

D

H

D

o

o

自
由
意
思
と
社
会
は
ど
う
向
き
合
う
べ
き
か

？
目
由
の
実
態
に
つ
い
て

動
物
倫
理
と
食
の
あ
り
方
に
つ
い
て

気
配
を
構
成
し
直
す

ニ
荒
川
修
作
＋
マ
ド
リ
ン
・
ギ
ン
ズ

建
築
す
る
身
体
に
つ
い
て

谷

川

亜

樹

和

命

の

塔

濱

田

茉

莉

亜

学
校
に
お
け
る
心
理
的
視
野
狭
窄
と
そ
の
対
応
策
に
つ
い
て
濱

野

デ
ィ
ズ
ニ
ー
プ
リ
ン
セ
ス
の
移
り
変
わ
り

ア
ジ
ア
に
お
け
る
美
と
ル
ッ
キ
ズ
ム

？
女
性
の
外
見
に
付
随
す
る
行
動
と
そ
の
生
活
へ
の
影
響

廣

瀬

杏

奈

美

と

感

性

的

認

識

に

つ

い

て

桝

谷

H
花
里

人
は
な
ぜ
生
き
て
き
て
死
ぬ
の
か
云
衣
々
が
生
き
る
意
味
と
は
何
か

松

本

亜

吉

村

奈

田高

橋

日

出

文

所

佑

理

藤

未

波

藤

美

歩

藤

超

克

井

優

美

子

祐

輝

本

朝

陽
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シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
の
視
野

他
者
は
叫
人
と
双
子

ジ
ョ
ン
ロ
ー
ル
ズ
に
お
け
る
国
際
政
治

は
正
義
の
二
原
理
に
お
け
る

3
つ
の
概
念

デ
ュ
ー
イ
の
教
育
哲
学
に
関
す
る
研
究

生
活
の
中
の
死

S
N
S
に
お
け
る
情
報
倫
理
に
関
す
る
考
察

~
ユ
ー
ザ
ー
が
持
つ
べ
き
倫
理
感
と
は

ナ
ン
セ
ン
ス
の
向
こ
う
側

仮
面
と
自
己

不
条
理
の
音
楽
・
春
雪

岡

み

な

み

小

蝸

優

樹

佐

々

木

仁

美

石

橋

宗

二

郎

常商佐

麻

佑

藤

慎

介文介

現
代
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
女
性
の
社
会
進
出

日
本
と
英
語
圏
の
文
芸
に
お
け
る
美

可
愛
い
、
偽
も
全
て
も

自
己
変
革
に
お
け
る
他
者

こ
主
体
性
を
涵
養
す
る
「
感
情
受
容
」
の
言
説
化
に
向
け

門

野

坂

翔

自
倍
行
為
の
異
常
性
と
は
何
か
孟
曰
己
破
壊
的
行
動
を
理
解
す
る

小

林

萌松

l
 
佐

藤

海

里想子 太

D
さ

ん

車

ヘ

ー

ゲ

ル

の

自

由

と

理

性

李

ア
ン
ド
レ
・
プ
ル
ト
ン
か
ら
読
み
解
く
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
野

本
林

田

宮

田

遠

藤

美
咲
季

幸

大
晋

次

里
紗
子

佳若

瑞琉

揺
ら
ぐ
二
重
世
界
で
故
郷
を
見
つ
け
る
と
い
う
こ
と

女
の
価
値
と
は
何
か

暴
力
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

リ
ペ
ラ
ル
優
生
学
の
展
望

身
か
ら
出
た
夜

八
月
、
蝉
、
駐
輪
場

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
可
能
性

近

現

代

ロ

シ

ア

詩

歌

と

歴

史

相

回

転

木

馬

の

蹄

高

ア

ド

ラ

ー

心

理

学

富

ア
イ
ド
ル
と
フ
ァ
ン
の
哲
学
乙
仕
り
方
と
そ
の
行
方
は
青

人
間
の
命
の
導
厳
に
つ
い
て
益
霞
生
思
想
に
対
す
る
反
論沢

山

自
己
犠
牲
五
私
の
行
為
は
自
己
犠
牲
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
関

澤

祐

音

楽

制

作

を

通

じ

た

自

己

表

現

中

島

立

太

待

ち

続

け

て

い

る

事

長

山

肌

加

光

を

さ

が

し

て

西

愛

由

美

現

代

社

会

に

お

け

る

発

達

限

害

の

現

状

福

田

桃

香

プ

ロ

パ

カ

ン

ダ

・

ア

ニ

メ

に

つ

い

て

前

田

美

裕

フ
ロ
イ
ト
の
精
神
分
析
入
門
に
つ
い
て
こ
無
意
識
が
引
き
起
こ
す
も
の

小

野

美

咲

櫻

井

晃

文

鈴

木

瑞

季

高

山

優

衣

子

浜

田

秀

吾

柳

原

陽

大

滝

音

久

保

歩
砥 澤室 1.1.J

拓彩 優 圭優泰

彩 衣 童月郎
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フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
の
音
楽
解
釈
か
ら
み
る
、

こ
れ
か
ら
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
解
釈
の
ゆ
く
え
若

恋
愛
に
つ
い
て
こ
r
ド
ラ
ー
心
理
か
ら
見
る
「
愛
す
る
」
志

「
寛
容
」
と
「
優
し
さ
」
る
S
N
S
時
代
の
中
で
見
え
る
も
の谷

自
然
観
に
つ
い
て

こ
ア
イ
ヌ
の
異
類
婚
姻
諏
に
見
る
自
然
と
の
向
き
合
い
方

中

嶋

ひ

な

た

歴
史
や
文
化
、
そ
し
て
我
々
の
周
り
に
存
在
す
る
弁
証
法
の
構
図

鈴

亜
巾
美

村

優

佳

生

彩

音

言
語
獲
得

「
道
徳
教
育
」
の
存
在
意
義
と
在
り
方

は

道

徳

を

ど

の

よ

う

に

教

授

す

べ

き

か

吉

田

一

レ

ヴ

ィ

ナ

ス

に

お

け

る

自

己

と

他

者

の

展

開

宇

田

川

望

精

神

疾

患

と

ト

ラ

ウ

マ

梶

野

智

華

動
物
の
殺
処
分
は
許
さ
れ
る
の
か
る
急
増
す
る
猫
の
殺
処
分
を
事
例
に

小

宮

山

理

沙

他
者
と
自
分
~
「
よ
り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
か
」

小

山

璃

宮

本

当

の

美

し

さ

野

口

美

利

愛

音

楽

的

時

間

と

体

験

に

お

け

る

国

民

性

へ

の

影

聾

宮

本

香

音

「
赤
」
に
つ
い
て
る
布
色
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
そ
の
イ
メ
ー
ジ
形
成

山

田

茜 木

創 詩

織

日
時
五 死

刑
に
つ
い
て

こ
死
刑
制
度
と
死
刑
廃
止
を
取
り
巻
く
諸
問
題
馬

統
握
ー
統
握
内
容
図
式
の
崩
壊
と
感
覚
の
構
成
に
つ
い
て伊

「
確
実
性
の
問
題
」
に
お
け
る
「
間
違
い
」
に
つ
い
て

木

二

0
二

0
年
度
開
催

一
三
時
四
五
分
か
ら

東
洋
大
学
白
山
哲
学
会

令
和
二
年
一

0
月
二
四
日
（
土
）

マ
ク
タ
ガ
ー
ト
研
究

盆
m来
事
分
析
か
ら
見
え
る
も
の

小

高

郁

哉

ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
に
お
け
る
徳
の
結
合
に
つ
い
て
石

橋

周

都

四

二

0
二

0
年
度
修
士
論
文
題
目
＿
黄

村

真

山

子

藤

俊

介

場

竣

也

フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
に
お
け
る
間
主
観
性

普
通
に
食
べ
た
い
。
益
m食
障
害
の
葛
藤

「
神
」
あ
る
い
は
「
超
越
的
存
在
」

多
様
化
す
る
「
性
」
に
つ
い
て

こ
）
れ
か
ら
私
た
ち
が
考
え
る
•
取
り
組
む
べ
き
こ
と渡
辺

~
ヘ
ー
ゲ
ル
弁
証
法
と
一
般
的
な
弁
証
法
の
関
連
・
差
異
菊

池
小

幡
佐

藤

須

江

和

真
ヽ
一``-生要

ち
ひ
ろ

真泰

115 



そ
の
他

六
三
一

0
教
室
（
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
六
号
館
一
二
階
）

会
場
発
表
お
よ
ぴ
W
e
b会
議
シ
ス
テ
ム
「
W
e
b
e
x」
を
利
用
し
た

リ
モ
ー
ト
発
表
の
同
時
開
催

研
究
発
表

司
会
益
佃
垣
諭

伊
藤
俊
介
（
東
洋
大
学
大
学
院
拇
士
前
期
課
程
）

「
フ
ッ
サ
ー
ル
初
期
時
間
論
に
お
け
る
統
握
I
統
握
内
容
図
式
の
崩

壊
の
意
味
に
つ
い
て
」

司
会
こ
凹
本
英
夫

藤
坂
大
佑
（
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
支
援
者
）

「
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
二
つ
の
視
点
」

講
演司
会
こ
二
重
野
消
顕

相
楽
勉
（
東
洋
大
学
教
授
）

「
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
和
辻
哲
郎
に
と
っ
て
の
カ
ン
ト
」

校
友
会
研
究
奨
励
伐
に
博
士
前
期
課
程
の
伊
藤
俊
介
氏
、
学
部
四
年
生
の

小
林
萌
子
氏
、
文
学
部
歓
学
奨
励
基
金
に
学
部
四
年
生
の
石
原
優
仁
氏
が

選
出
さ
れ
た
。

会
場
形
態
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